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余地が残る. そこで, CAZyデータベースの Auxiliary Activities Family 9に属する溶解性
多糖モノオキシゲナーゼ（LPMO9）に着目した. LPMO9 は結晶性セルロースを酸化的に
低分子化する酵素であり, いくつかの酵素を欠損している褐色腐朽菌においても LPMO9
コードする遺伝子は見出されている. このことから, LPMO9 が褐色腐朽メカニズムの鍵を
握る重要な役割を担っている可能性は高いと考えた. 本研究では, 代表的な褐色腐朽菌で
ある Gloeophyllum trabeum を対象として, 本菌が有する LPMO9 の詳細な機能を明らか
にすることを目的として研究を実施した.  
	 第二章では, G. trabeumが有する全ての LPMO9遺伝子の転写産物をクローニングする
ことで全長のヌクレオチド配列を明らかにした. 得られた配列を基に分子系統解析および
アミノ酸アラインメントを実施し, G. trabeumが有する LPMO9の機能を推測した. 第三
章では, G. trabeumが有する LPMO9のうちの１つである GtLPMO9A-2を酵母菌を宿主
とした組換え酵素として発現させた. 精製した組換え酵素および比較対象として既知の
Neurospora crassa（和名: アカパンカビ）由来 LPMO9を用いて種々のセルロースおよび
ヘミセルロースに対する活性を評価した. さらに HPAEC-PADおよびMALDI-ToF/MSに
より生成物を解析することで基質認識部位を調査した. 第四章では, GtLPMO9A-2の C末
端に付加する機能未知ドメインがセルロース結合ドメインであるという仮説を検証するた










現象についても慎重に見直す必要があるのではないかと思われる. さらに, G. trabeum が
木材を分解する時に発現している遺伝子の約 3~5 割は機能未知遺伝子であることからも, 
これまで欠損していると考えられてきた酵素やドメイン構造に代わる GtLPMO9A-2 のよ
うな酵素が褐色腐朽菌に存在する可能性は高いと考えられる.  
 
 
